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※ こ の ソフ ト の 内 容 に 関す る 質問 及び 問 合 わ せ は 、 上 記 EL ま で お 願い 申し 上 げ ま す 。 
技術 的 な 質問 は コー ラル ユー ザー サポ ー ト (TEL 08-3587-4685) ま で お 願い し ます 。 
た だ し 、MS 双 本 体 の こと と や 、 プ ログ ラム 作成 な ど に つい て は ご 遠慮 下さ い 。 


【 対 応 機種 ノ 条 件 】 MSX 全 和 機種 メモ リ は 32KK バ イト 以上 に 


【 内 容 紹 介 】 

・Simple ASM Ver8.0 は 、MSX-BASIC 対 応 の プロ グラ ム (Ver1.3) と 、MSX-DO8 対 応 の プロ グラ ム (Ver3.0) か ら 
構成 され て いま す 。 

・MS 文 で 7-80 の マシ ン 語 プロ グラ ム を アセ ンプ ブリ 言語 を 使っ て 作成 する こと が で きま す 。 

・Simple ASM は ソー スプ ログ ラム (アセ ンプ ブラ プロ グラ ム ) を 編集 する エディ タ 部 と 、 ソ ー ス プロ グラ ム 
を マシ ン 語 に 変換 する アセ ンプ ラ 部 、 及 び マ シン 語 を 直接 扱う モニ タ 部 か ら 構 成 さ れ て いま す 。 

・ メ モリ 上 で ソー スプ ログ ラム の 編集 か ら マ シン 語 呈 の 実行 まで が で きる た め 、 初心 者 か ら 技 術 者 まで 幅広 く 
お 使い に な れ ま す 。 


【 注 意 事 項 】 
つと の ソフ ト は 、 マ シン 語 プ ログ ラム を アセ ンプ ブリ 言語 を 使っ て 開発 する た め の も の で す 。 

に ーー これ か ら 始 め た いい 
参考 に し て 下さ い 。 


【 送 付 物 内 容 】 

この ソフ ト に は 「 詳 し い マ ニュ アル (Simple ASM USER'S MANUL 二 パージ ョ 23.0 対 応 マ ニュ アル ) 」 が あり 
ます 。 ソ フト の 詳細 に つい て は 「 詳 し い マ ニュ アル 」 を 参照 し て 下さ い 。 こ の TAKERU 版 の マニ ュ ア ル で は 
MSX-DOS 対 応 の プロ グラ ム に つい て の 説明 は 省略 させ て いた だ いて お り ま す 。 


【 プ ログ ラム 構成 】 Simple ASM は 4 つの プロ グラ ム か ら 構 成 さ れ て いま す 。 
Editor/Assembler エディ タ 、 ア セン ブラ 、 モ ニタ が 一 体 と な っ た アセ ンプ ブラ シス テム 
Debugger oe ooo ee se i リロ ケー タブ ル デ バ ッ ガ で す 。 
Binary code generator………・ アセ ンプ ラ の 出力 を MSX BASIC の BLOAD で 読み 込む こと が で きる 
ファ イル に 変換 し ます 。 
Com code generatO0T・……… アセ ンプ ブラ の 出力 を MSX-DOS か ら 起動 で きる COM フ ァイル に 変換 し ます 。 


【Simple ASM(BASIC 対 応 ) の 起動 】 

1 . まず 、MSX-BASIC を 立ち 上 げ て 下さ い 。 

2. エディ タ ・ ア セン プラ は 、BASIC コ マン ド の よう に 『RUN"SIMPLEASM"』 と 入力 し ます 。 
3. バイ ナリ ・ コ ー ド ・ ジ ェ ネ レー タ は 、『RUN"GENBIN.BAS"」 で 起動 され ます 。 

4 . コム ・ コ ー ド ・ ジ ェ ネ レー タ は 、「『RUN"GENCOM.BAS"』」 で 起動 され ます 。 

5. デバ ッ ガ は 、「『RUN"DEBUG.BAS"」 で 起動 され ます 。 


【 各 プロ グラ ム の 相互 関係 】 


へ エディ タ か ら ア セン プラ 
Simple ASM が 起動 し た 後 は し 、 エ ディ タ が 動い て いま す 。 こ と こ で ソー スプ ログ ラム を 編集 し た 後に アセ ン 
ここ 再び 、 エ ディ タ 
に た 戻り ます 。 
へ エディ タ か ら モ ニタ も し く は リロ ケー タブ ル デ バ ッ ガ 
アセ ンプ ブラ で マシ ン 語 プロ グラ ム を 作成 し た 後に 、 エ ディ タ に 戻り 、 そ の 後 マ シン 語 プ ログ ラム を 実行 す 
る に は 、 モ ニタ また は デバ ッ ガ を 利用 し ます が 、 モ ニタ は エディ タ が 起動 し て いる 状態 で その まま エディ 
タコ マン ド を 使う こと が で きま す 。 
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の マシ ン 語 プロ グラ ム の 実行 
アセ ンプ ブラ で メモ リ 上 に 作成 し た プロ グラ ム は 、 モ ニタ また は デバ ッ ガ の コマ ンド で 実行 し ます が 、 
テキ スト 領域 と 重なる 領域 の プロ グラ ム 、 ま た は フリ ー 領 域 を こえ る プロ グラ ム は アセ ンプ ブル を 実行 する 
と き に 、 一 度 デ ィ ス ク に 出力 し 、 そ の 後 BASIC の BLOAD 等 で 読み 込ん で 実行 し ます 。 


【 メモ リマ ッ プ 】 
0000 一 ーーーーーー 


SIC 
ンタ 


| 
| 
| イ リタ 
| 等 


8000 
| Simple ASM | 
トーーーーーー ゴ | 


DO000 ヒーーーーー| 





メモ リマ ッ プ と は メモ リ 領 域 の 何 番目 か ら 何 番目 が どの よう な 内 容 に 使わ れる か を 
表し た も の で す 。 


や テキ スト 領域 
この 領域 に 、 エ ディ タ で 入力 し た アセ ンプ ラプ ログ ラム が 入り ます 。 


〇 ラベ ル テ ー ブ ル 
アセ ンプ ブル を 行っ た と き に 、 ラ ベル を 登録 する の に 使い ます 。 
エディ タ ア セン プラ の ラベ ル テ ー ブ ル は 、 テ キス ト 領 域 で 使わ れる 最後 の 番地 
に 続い て 使わ れ ま す の で 、 テ キス ト 領 域 の 使用 状況 に より 、 ラ ベル テー ブル の 
開始 番地 は 変わ り 、 そ の 境 は 、 エ ディ タ の MAP コ マン ド で 説明 され ます 。 





や フリー 領 域 
この 領域 は MS シス テム 及び SIMPLE ASM の 両方 か ら 影 響 を 受け ませ ん 。 
で すか ら 、 こ の 領域 に 自分 の プロ グラ ム を 作成 すれ ば 、 エ ディ ッ ト づつ アセ ン 
ブル つ 実行 っ エディ ッ ト の 繰り 返し を する の に 非常 に 便利 で す 。 


の ワーク タク 領 域 
この 領域 は -Simnle ASM 及び MS の シス テム で 使う 領域 な の で で ご 決し て メモ 
リ 内 容 を 変更 し て は いけ ませ ん 。 

















ト 





| マシン 語 プ ログ ラム 


| | 
| BSAVE | BLOAD 


【 フ ァイル の 種類 】 いろ いろ な 形式 の ファ イル を 扱い ます の で 、 ま ちがい の な いよ うに し まし ょ う 。 
「 T T 1 
| ファ イル の 種類 | 出力 モー ド | 入力 モー ド 
「 
| ソー スプ ログ ラム | エディ タ の SAVE | エディ タ の LOAD | 
紅 = ーー ゴ 
| オブ ジェ クト プロ グラ ム | アセ ンプ ブラ の パラ メ | バイ ナリ コー ドジ ェ ネ | 
| | 一 | レー タ 使 用 後 の BLOAD | 
| ーー | | 
|BAS I C プ ログ ラム |SAVE | LOAD | 

1 
| 
」 





本 モー ド が 異な る と 読め ませ ん の で 気 を つけ て 下さ い 。 


【 エ ディ タ の 操作 方 法 】 


アセ ンプ ラ 言 語 の 命令 は 英 大 文字 を 使い ます の で 、 大 文字 を 入力 する よう に し ます 。 
Simple ASM の エディ タ は 、BASIC と 同じ よう な 使い 方 が で きる た め 、BASIC を 使い な れ た 方 は 、 す ぐに 
使い こなす こと が で きま す 。 


行 番号 ・Simple ASM は 行 番号 を つけ る エディ タ で す 。 行 番号 は 1-65535 ま で 許さ れ ま す 。 
一 番 左 の 桁 に 空白 (スペ ー ス ) が つけ られ ます 。 

プロ ンプ ト 記 号 :Simple ASM は ">" の プロ ンプ ト 記 号 が 表示 され 、 コ マン ド 受 けつ け 状 態 を 表し ます 。 

一 行 の 文字 数 : 一 行 は 255 文 字 ま で 許さ れ ま す 。 


① 操 作手 順 


BASIC と 同じ よう に 、 ス クリ ー ン 上 で プロ グラ ム の 修正 が で きま す 。 各 行 の プロ グラ ム を 修正 し た と き に 
は 、 必 ず RETURN キ ー を 押し て 下さ い 。 

LIST 命令 を 実行 し た あと に 、 表 示さ れ た 行 を 修正 する こと も で きま す 。 こ の と き に 、 左 側 に プロ ンプ ト 記 
号 が 表示 され て いな い 行 で も 全く 問題 な く 入 力 さ れ ま す 。 
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文字 消去 :・ BS キー を 押す と と に より 、 カ ー ソ ル 直 前 の 一 文字 が 消え 、 カ ー ソ ル か ら 右 の 文字 が 
一 字 分 左 に 移動 し ます 。 

行 中 の 文字 の 修正 : カー ソル キー を 自由 に 動か し 、 修 正 し た い 文字 の 上 に 新しい 文字 を 入力 し ます 。 

文字 の 挿入 : 行 の 中 に 文字 を 入力 し た いと き に は 、INS キ ー を 押し た あと 、 挿 入 する 文字 を 入力 し 
ます 。 挿 入 を 中 断 し た いと き に は 再び INS キ ー を 押す か 、 カ ー ソ ルキ ー ま た は RETURN 
キー を 押し ます 。 

コマ ンド の 種類 


Simple ASM の コマ ンド は 次 の よう に 分 ける こと が で きま す 。 





T 
プロ グラ ム 編 集 |NEW 


コマ ンド 





| 「 T 
| | ファ イル コマ ンド | SAVE 
| AUTO | | MERGE 
| LIST,LLIST | | LOAD 
| RENUM | | 
| DELETE 
| 


制御 コマ ンド | 肖 





「 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 


| 
文字 列 操 作 コ マン | SEARCH, LSEARC 
ド 


DELET 





| 
| 
| 
| 領域 確認 コマ ンド | MAP 
| CHANGE ! = 
| FIND | 
テキ スト 領域 の クリ ア を 行い ます 。 
AUTO コ マン ド は 自動 的 に 行 番号 を 発生 する コマ ンド で 次 の 3 種類 の 使い 方 が あり ます 。 
こと この コマ ンド を 実行 する と プロ ンプ ト 記 号 ">" は 表示 され ませ ん 。 

AUTO 

AUTO n 

AUTO nl,n2 
この コマ ンド か ら 抜 ける に は STOP キ ー を 押し ます 。 
テキ スト 領域 の プロ グラ ム を 画面 に 表示 させ ます 。 
LIST コマ ンド は 次 の 形式 を と り ま す 。 


LIST 全 行 を 表示 
届 8T n n 行 の み を 表示 
TST ml- nl 行 以 降 を 表示 


LIST nl-n2 nl 以降 n2 行 まで を 表示 
テキ スト 領域 の プロ グラ ム を プリ ンタ に 印字 し ます 。 
使い 方 は LIST コマ ンド と 同じ で す の で LIST の 項 を 参照 下さ い 。 
行 番号 の つけ か え を 行い ます 
RENUM 
RENUM 新 行 番号 
RENUM 新 行 番号 , 旧 行 番号 
RENUM 新 行 番号 , 旧 行 番号 , 増 分 
・ 新 行 番号 は 、 新 し くつ ける 最初 の 行 番号 で す 。 省 略 は 10 に な り ま す 。 
・ 旧 行 番号 は 、 行 番号 の つけ か え を は じ め る 現在 の 行 番号 で す 。 
省略 する と 、 最 初 の 行 番号 に な り ま す 。 
・ 増 分 は 行 番号 の 間隔 で す 。 省 略し た と き は 10 お き に な り ま す 。 
テキ スト 領域 の 行 単位 で 削除 し ます 。 
DELETE n n 行 の 行 番号 を 削除 し ます 。 
行 番号 の あと に RETURN キ ー を 押し て も 同じ 働き を し ます 。 
DELRTE nl-n2 nl か ら n2 ま で を 削除 し ます 。 
テキ スト 領域 の プロ グラ ム を ディ スク に 保存 し ます 。 
(形式 ) SAVE "ファ イル 名 " 
ソー スプ ログ ラム を ディ スク か ら テ キス ト 領 域 に 読み 込み ます 。 
この 際 コ マン ド 実 行 前 の テキ スト 領域 は こわ され ます の で 、 コ マン ド 実 行 前 の プロ グラ 
ム が 必要 な 場合 は 、 そ の プロ グラ ム を 先 に SAVEP し て くだ さい 。 
(形式 ) LOAD "ファ イル 名 " 
ディ スク の ソー スプ ログ ラム と テキ スト 領域 の プロ グラ ム を 合成 し ます 。 
テキ スト 領域 の 行 番号 と 読み 込む プロ グラ ム の 行 番号 が 重なる 場合 に は 、 読 み 込む プロ 
グラ ム が 優先 され ます 。 
(形式 ) MERGE "ファ イル 名 " 
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FR アセ ンプ ラ を 起動 し ます 。 ア セン プラ が 終了 する と 、 再 び エ ディ タ に 戻り ます 。 
(形式 ) A パラ メー タ 列 
と の パラ メー タ は 【 ア セン プラ 】 の と ころ で 詳し く 説明 し ます 。 


BA BASIC の 状態 に な り ま す 。 
MAP Sg テキ スト 領域 が どの 番地 を 占め て いる か を 表示 し ます 。 
(形式 ) MAP 


エディタ の エラ ー に 関し て 
コマ ンド を 入力 し た り 、 引 数 を 誤っ て 入力 する と 次 の よう な エラ ー が 出力 され ます 。 


Over flow : RENUM、AUTO で 行 番号 が 65535 を 越え た 。 
Out of memory : テキ スト 領域 が 満杯 に な っ た 
? ・ 誤っ た コマ ンド が 入力 され た 。 


【 ア セン ブラ に つい て 】 


① ア セン プラ (エディ タ ア セン プラ) の 起動 
アセ ン ブ ラ は エディ タ で 作成 し た ソー スプ ログ ラム を 2 パス 形式 で アセ ンプ ブル し ます 。 
エディ タ の A コ マン ド で 起動 され ます 。 


〇 アセ ンプ ブラ の 特長 
・ エ ディ タ の コマ ンド と し て みる こと が で きる た め 起 動 が 簡単 。 
・ ザ イロ グ 準 拠 の 文法 
・ オ ー ト パス 1 必要 に 応じ て パス 1 を 自動 実行 する 。 
・ 豊 富 な 機能 クロ スリ ファ レン スリ スト 、 エ ラー リス ト な ど を 出力 で きる 。 





ぐ へ 起動 
エディ タ か ら A の あと に 、 パ ラメ ー タ を 連ね て アセ ン ブ ル し ます 。 


>A パ ラメ ー タ 列 ( 例 ) AUPO 
AUDSRH 


アセ ンプ ブラ の パラ メー タ 
パラ メー タ は アセ ンプ ブル 時 に 、 ア セン プラ に 対し て 、 処 理 の 指示 を 与え る も の で 一 文字 一 文字 の 記号 で 
表現 し ます 。 記 号 を 複数 組み 合わ せる こと も 可能 で す 。 ま た 、 オ フ セ ッ ト も 記述 する こと が で きま す 。 


〇 パラ メー タ の 種類 
パラ メー タ は U,P,N,0,1,D,S,R,H の 任意 の 組み 合わ せ を と る と と が で きま す 。 
U: Unlist リス ト を 出力 し な い 。 エ ラー 行 が あっ た と き に は 、 エ ラー 行 が 表示 され ます 。 
U を 指定 し な けれ ば アセ ン ブ ル リ スト が 出力 され ます 。 
P : Print リス ト を プリ ンタ に 出力 し ます 。 U と 組み 合わ せれ ば エラ ー 行 の み を プリ ント し ます 。 
N:No Number 行 番号 の つか な い ア セン ブル リス ト に な り ま す 。 
D : order ラベ ル を 登録 順に 出力 し ます 。 
8 : Sort ラベ ル を ソー ト し て 出力 し ます 。 
R: Reference クロ スリ ファ レン スリ スト を 出力 し ます 。 
H: Hardcopy D,S,R の 内 容 を プリ ンタ に 出力 し ます 。 
(3 


オプ ジェ クト プロ グラ ム を ディ スク に 出力 し ます 。 と の プロ グラ ム を バイ ナリ ・ コ ー 
ド ・ ジ ェ ネ レー タ に よっ て 、 オ ブ プ ジ ェ クト プロ グラ ム を マシ ン 語 プロ グラ ム に し て か 
ら BLOAD コ マン ド で 読み 込み ます 。 

0 : ODject オブ ジェ クト プロ グラ ム を メモ リ 上 に 作成 し ます 。 

また は 0/XXXX _ オフ セッ ト を 加え た 番地 に オプ ジェ クト プロ グラ ム を 作成 し ます 。 





〇 オブ ジェ クト プロ グラ ム の ファ イル 名 
EC SE 
ま に 】 


アセ ン ブ ラ の エラ ー 
アセ ン ブ ラ を 起動 し た と き に は 、0Onut of memory と 、LABEL full の エラ ー が で る と き が あり ます 。 
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Out of memory オプ ジェ クト プロ グラ ム を 空き 領域 以外 に 作成 し よう と し た と き に 起こ り ま す 。 
こと の と き ア セン ブル は 中 断 し ます 。 
LABEL full ラベ ル テ ー プ ブル の 領域 が 足り な く な っ た と き に 発生 し ます が 、 こ の と き は 次 の 2 つの 
こと が 考え られ ます 。 
1. 定 義 し た ラベ ル が 多い 
2. ク ロス リフ ァ レ ンス の ワー ク 領 域 が 足り な い 。 


の つ ソ ー ス プロ グラ ム の エラ ー 
ソー スプ ログ ラム に 文法 上 の ミス や 、 定 義 し て いな い ラ ベル を 参照 し た と き に は 、 ア セン ブル リス ト の 
エラ ー 記 号 の 欄 に エラ ー 記 号 が 出力 され ます 。 ま た エラ ー 行 の み を 表示 し た いと き に は パラ メー タ U を 、 
プリ ンタ に 印字 し た いと き に は UP を 指定 し ます 。 
AU エラ ー 行 の み 表 示 AUP エラ ー 行 の み 印 字 


に = っ SiK グ 5 
マシ ン 語 プロ グラ ム の デバ ッ グ (チェ ッ ク ) を する の に 大 変 便利 な マシ ン 語 モニ タ が 準備 され て いま す 。 


この マシ ン 語 モニ タ は エディ タ の コマ ンド 入力 待ち の 状態 で 使う こと が で き 、 ア セン プル 直後 に メモ リ 上 
の オブ ジェ クト プロ グラ ム を 見 る こと か ら 、 プ ログ ラム 実行 後 の レ ジス タ の 内 容 確認 が 簡単 に で きま す 。 



































① モ ニタ の 種類 
T 1 
種 類 | コマ ンド 機 能 
| = | 
メモ リ 内 容 確 認 トー @ メモ リ ダ ン プ の 出 訪 形式 変更 
| D メモ リ ダ ン プ 
ke V ビデ オ RAM ダ ンプ 
[ P ポー 
メモ リ 参 照 ・ 変 更 | M デー タ セ ッ ト 
| D hia 
メモ リ 操 作 EA フィ ル メ モリ 
| メモ リ 転 送 
た | 
ids 5 Xx oe a 
2 | G 2F ロ 36 款 j 
逆 ア セン プラ | | メモ リ 内 容 の 逆 アセ ンプ ラ 
| | LP hk i i 
| ? コマ ンド を 表示 する 。 (HELP) 


コマ ンド 表示 | 

L 1 

CT 立ち ます 。 ま た 、 モ ニタ で 取り 扱わ れる 数 値 は 16 進 数 (0--9、A^-『) を 
いま す 。 


〇 C コ マン ド  : メモ リ ダ ン プ の 出力 形式 を 変更 し ます 。 
D ーー (出力 形式 は 0~8 の 整数 ) 
G 


oD (Dump) 、V (Video RAM Dump) コマ ンド 
と の コマ ンド は メモ リ ダ ン プ と 言い 、 メ モリ の 内 容 を 16 進 で 表示 する と と も に 、 そ れ ぞ れ の 値 に 対応 する 
キャ ラク タ を 表示 する アス キー ダン プ も 同時 に 行い ます 。 ア スキ ー ダ ンプ は 20H か ら 7AH と AOH か ら 
DFH まで を アス キー 文字 と し て 表示 し 、 そ れ 以 外 は ".” (ピリ オド ) で 置き 換え ます 。 
V は ビデ オ RAM の 内 容 表 示 で 、 プ リン タ に 出力 し ます 。 
(形式 1 ) D[ 開 始 番地 ] 
* 確 認 し た い 開 始 番地 を D の 後に 指定 し ます 。 指定 し た 番地 か ら 1 列 に 4 バイト ど と 
16 バ イト 表示 され ます 。 
(形式 2 ) D[ 開 始 番地 ], [終了 番地 ] 
( 例 ) D 0100 RETURN 





ーー ーー ャ ーー 
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の へ P (Print) コマ ンド 
と の コマンド は 、 プ リン タ に 対し て メモ リ の 内 容 を 印字 し ます 。 
プリ ンタ 上 で は 1 列 16 バ イト ご と に 表示 し ます 。 ま た 、 画 面 に も 同時 に 表示 され ます 。 
(形式 1 ) P [開始 番地 ] 
(形式 2 ) P [開始 番地 ],[ 終 了 番地 ] 
ネ * 指 定 し た 範囲 の メモ リ 内 容 を 印字 し ます 。 


M (Memory) コマ ンド  :M コ マン ド は 、16 進 デー タ を 任意 の 番地 に 入力 し ます 。 
(形式 1 ) ML 開始 番地 ] 
* 指 定 し た 番地 か ら 16 進 デー タ を 入力 し ます 。 
コマ ンド を 実行 する と 、 指 定 し た 番地 の 内 容 が 表示 され 、 続 いて - (ハイ フン ) が 出力 
され ます 。 デ ー タ を 変更 し な いと き に は 、SPACE キ ー を 押す と 次 の 番地 の メモ リ 内 容 が 
表示 され ます 。 デ ー タ を 入力 する と き に は - (ハイ フン ) の 表示 後 2 桁 の 16 進 数 を 入力 
し ます 。 と の コマ ンド を 終え る と き に は RETURN を 入力 し ます 。 
(形式 2 ) M 


8S (Software Memory Set) コマ ンド 
この コマ ンド は M コ マン ド と 同じ よう に 16 進 デー タ を メモ リ に 入力 する た め の コ マン ド で す が 、 片 手 で 
16 進 を 入力 する こと が で きる よう に キー ボー ド 上 の UIOPJKL:M, ./ を 16 進 キー に 対応 させ て 


いま す 。 
(形式 1 ) S[ 開 始 番地 ] 
(形式 2 ) S 


OF (Fill) コマ ンド :『 コ マン ド は 指定 され た 範囲 の 内 容 を 。 指定 し た 値 に 全 そ 置き 換え ます 。 
(形式 ) 『[ 開 始 番地 ], [終了 番地 ],[ デ ー タ ] 


ぐ の T (Transfer) メモ リ 転 送 : 指 定 され た 範囲 の デー タ を 、 他 の 領域 に 移し ます 。 
(形式 ) T[ 開 始 番地 ], [終了 番地 ],[ 転 送 番地 ] 


の X (examine) コマ ンド : この コマ ンド は レジ スタ の 内 容 を 表示 ・ 変 更 を 行う も る の で す 。 
(形式 1 ) X 
ネコ マン ド 文 字 "X" だ け を 入力 する と 、 全 レジ スタ の 内 容 及 び フ ラグ レジ スタ の 内 容 を 
記号 化し た も の が 表示 され ます 。 
(形式 2 ) X[ レ ジス タ 名 ] 


マッ データ セツ 上 旋法 
IX,IY, SP レジ スタ は 16 進 数 4 桁 を 、 他 の レジ スタ は 16 進 数 2 桁 を 入力 する こと に より 、 次 の レジ スタ に 
スキ ッ プ する こと が で き 、\ キ ー で レジ スタ の デー タ セ ッ ト を 次 の レジ スタ に スキ ッ プ する こと が で き 、 
~ キ ー で 前 の レジ スタ に 戻し ます 。 


の G (Go) コマ ンド 
G コ マン ド は マシ ン 語 プロ グラ ム を 実行 し ます 。 ま た マシ ン 語 プロ グラ ム の あら か じ め 指 定 し た 番地 で 
停止 する こと も で きま す 。 
(形式 1 ) G[ 開 始 番地 ] 
* 開 始 番地 で 指定 し た 番地 か ら マ シン 語 プ ログ ラム の 実行 を 開始 し ます 。 
(形式 2 ) G[ 開 始 番地 ], [停止 番地 1 ], [停止 番地 2 ] 
玉 開 始 番地 で 指定 し た 番地 か ら マ シン 語 プ ログ ラム の 実行 を 開始 し 、PC (プロ グラ ムカ ウ 
ンタ ) が 停止 番地 1 、 ま た は 停止 番地 2 と 等 し く な っ た と き に 実行 を 中 断 し 、 レ ジス タ 
を 表示 し 、 コ マン ド 待 ち に 戻り ます 。 


の 〇 コマンド 
メモ リ の 内 容 の 逆 ア セン ブル を 行い ます 。 メ モリ 内 容 の マシ ン 語 を ニー モニ ッ ク に 直し て 出力 し ます 。 
終了 番地 を 省略 し た 場合 は 、 開 始 番地 か ら 10 命 令 分 逆 ア セン ブル し て 出力 し ます 。 ま た 、 開 始 番地 、 終 了 
番地 共に 省略 し た 場合 は 、 最 後に L コ マン ド を 実行 し た 時 の 番地 より 10 命 令 逆 アセ ン ブ ル し て 出力 し ます 。 
P を 指定 し ます と プリ ンタ に 出力 し ます 。 
(形式 ) 【[ 開 始 番地 ], [終了 番地 ] 
LP[ 開 始 番地 ], [終了 番地 ] 


